
ૈଚୠभড়ણ ੲਾ アロマ 発行ੳીીმߤセンター

a resident of Matsusaka activity
97No.

1

発⾏︓2021年 10⽉

・発 ⾏…偶数⽉／2,500部
・設置場所…市内及び県域公共施設等

皆様からの市民活動情報をお待ちしております。

本紙は、環境保護の観点から適切に管理されたFSC森林認証紙と環境にやさしい植物性インキを使用しています。
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2021年度 松阪市市⺠活動センター

2⽉までの事業（予定）
※ 新型コロナの影響により、事業の予定が変更・中止となる可能性があります。

⽬ 次
・2⽉までのセンター事業のご紹介………
・地域づくり連携課からのお知らせ………
・災害時に私たちができること開催報告…P.2

・センターの事業・イベント………………
・【館内紹介コーナー】センターのあれこれ……
・NPO⽀援のためのおススメ講座情報……
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N P O ⽀援のためのおススメ講座情報 ※ 新型コロナの影響により、講座の開催が変更・中止となる可能性がございます。

オンライン講座の
共通事項

講 師

内 容

11⽉

センター館内紹介コーナー

松阪市市民活動センターのあれこれ
―――――――――――― 今回の館内紹介は「書籍の森」です。 ――――――――――――

このコーナーでは、センターの
館内や設備について紹介してい
きます。センターの利⽤⽅法を
改めてチおェックして活⽤の幅
を広げてみませんか︖

⽉
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⽉

2022

※ 事業の日程等に変更があった際はその都度、

紙面やホームページなどでお知らせします。

住友理⼯夢・街・⼈づくり助成⾦
公開プレゼンテーション11/27〈⼟〉

おススメ講座〈オンライン〉
解説講座「三重県SDGs推進
パートナー登録制度」について

11/29〈⽉〉

リユースPC寄贈プログラム
申請団体募集締切（10/23から）1/8〈⼟〉〜

リユースPC寄贈プログラム
PC活⽤交流会2/19〈⼟〉

〈オンライン〉解説講座
「三重県SDGs推進

三重県が進めている「SDGs推進パートナー
登録制度」の状況を、県SDGs部会員の⽶⼭
哲司が解説をします。新制度をご紹介するこ
とで「SDGs未来都市」に認定の三重県を応
援します。内容は守秘義務に反しない範囲の
話題提供と講師独⾃の考察です。どなたでも
ご参加いただけます。お気軽にどうぞ。

⽶⼭哲司
・NPO法⼈Mブリッジ 代表理事
・三重県地⽅創⽣会議 SDGs部会委員
・キャリアコンサルタント

⽇ 程 11⽉ ⽇29 （⽉）
10:30〜12:00

内 容

SDGsの認知度を都道府県別で⾒ると
三重県は55.6%で全国2位となってい
ます。SDGsの認知度が⼤きく⾶躍して
いる今、改めて⼊⾨編の講座を開催し
ます。どなたでもご参加いただけます。
お気軽にどうぞ。

講 師 ⽶⼭哲司
・NPO法⼈Mブリッジ 代表理事
・三重県地⽅創⽣会議 SDGs部会委員
・キャリアコンサルタント

はじめての
SDGs講座

パートナー登録制度」について

12⽉ 〈オンライン〉

〈その1〉
12⽉
〈その2〉

おススメ講座〈オンライン〉
はじめてのSDGs講座12/20〈⽉〉

おススメ講座（12/25まで）
NPOの基礎ミニ講座12/1〈⽔〉〜

対応
期間

担当者

NPOの基礎ミニ講座

1⽉ ⽇ 〜 ⽇

10:00〜18:00 までのうち
1時間程度

（担当者不在時、⽇曜休館⽇を除く)

少⼈数OK・⽇程調整可能

（⽔）

澤卓哉

・NPO法⼈Mブリッジ
代表理事

内 容

⼀般的なNPOの基礎を踏まえ、市⺠活動セ
ンターを管理運営する⽴場から「NPOって
ナニ︖」を分かりやすく解説するミニ講座
です。12⽉の対応期間中、担当者在席時間
内であれば、⽇程調整して⼩規模（お⼀⼈
なら相談会形式）でも対応します。この機
会にNPOの基礎を学んでみませんか︖

（⼟）

事前に電話またはメールでご連絡
ください。※⽇程を調整して実施いたします。申 込

無料参加費

申 込
こちらのQRコードから
お申込みください。

申 込
こちらのQRコードから
お申込みください。

Zoom（オンラインツール）会 場
ズーム

無料参加費

20名程度定 員

※パソコン等でZoomを各⾃ご準備ください。

＼途中参加、途中退室はご自由に！／

本棚に眠っている市民活動に役

立つ書籍はありませんか？

NPO・NGO・ボランティア・まち
づくりに関する書籍を寄贈して
いただける方は松阪市市民活動

センターまでご連絡ください。

松阪市市民活動センターでは、読まな

くなった市民活動に関する書籍をリサ

イクルして育てる「書籍の森」を設置し

ています。活動で課題に直面した時や、

団体のスキルアップに役立った本はあ

りませんか？ 読み終えた知識の源を、

後世のためにぜひ共有してください。

書籍を寄贈してくださる皆さまのおか

げで、この取組みはなりたっています。

書籍の森の本は貸出しは行っていませ

んが、センターラウンジにてどなたで

も無料でお読みいただけます。ご利用、

ご寄贈お待ちしております。
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○まちづくり
○スキルアップ
○NPO、ボランティア
○CSRレポート（年度毎に更新）
その他、市⺠活動に関する書籍を取り
揃えています。
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過去の公開プレゼンの様子

過去のNPOミニ基礎講座の様子

〈オンライン〉
NPOの新たな⽇常に即した
活動を検討するワークショップ1/22〈⼟〉

｢地域の元気応援事業」の
事業提案を募集しています︕

松阪市 地域づくり連携課からお知らせ

住民自治協議会やNPO等の市民活動団体による地域の

特性を生かした魅力ある活動を応援する事業です。コン

ペ式でアイデアを出しあい、優れた事業提案に対して活

動資金を補助します。

地域の元気応援事業とは

松阪市役所 企画振興部
地域づくり連携課 TEL…0598-53-4324連絡先

補助⾦・助成⾦情報

松 ⽥

募集概要

募 集 期 間：

対 象：

募集コース：

補 助 率：

11月10日（水）17時まで

NPO等の市民活動団体

地域活性コース 上限10万円

地域連携コース 上限15万円

補助対象経費の10分の9以内

皆さんのご応募をお待ちしています。

詳しくは
こちら

⽇ 程 ⽉ ⽇
19:00〜20:00

（⽉）
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住友理⼯ 夢・街・⼈づくり助成⾦

内容

住友理⼯「夢・街・⼈づくり助成⾦」の第
1次書類審査を通過した団体による公開
プレゼンテーションを開催します。
当⽇はFacebookライブで配信形式の公
開を予定しています。

公開プレゼンテーション

リユースPC寄贈プログラム
申請団体募集

募集
期間 10 23⽉ ⽇ ⼟ 〜 1 8⽉ ⽇ ⼟

2022年

WEB
申 請

寄贈
対象

三重県内を拠点に、まちづくりや地域の活性化に寄
与する市⺠活動を⽬的とする⾮営利法⼈（NPO法⼈、
⼀般社団法⼈など）で､予算などの諸事情により情報
化が思うように進まない団体
※原則として2⽉19⽇のPC活⽤交流会に参加できること

申請はウェブからお申込みいただけます。
※⼀部メールによる書類提出あり
詳しくは右記QRコードよりご覧ください。

〈主催〉みえ イーパーツ リユースPC寄贈プログラム実⾏委員会

お問合せ reuse-mie@sub.eparts-jp.org

⽇時 13:30〜16:3011 27⽉ ⽇

センターの事業・イベント

第１次審査通過団体

ふるさと応援実⾏委員会
「今、私たちにできること

校区内から校区外へ」事業

夢づくりスタート部⾨（5万円助成）

⼦供教室ミラコロ
子供教室の学習プログラムの

充実化に伴う 事業

街・⼈づくり部⾨（10万円助成）

アーナンダ
松阪のすてき体験 事業

⽗⼦の会
発達障害児向け避難生活等体験活動 事業

防災・減災飯⾼
櫛田川上流部（飯高町宮前地区）
洪水ハザードマップ拡大版
作成・配布・啓発・声掛け避難推進事業

対話で考える 災害時に私たちができること 開催報告
9月10日に「対話で考える 災害時に私たちができる

こと」を開催しました。この事業は松阪市社会福祉協

議会と松阪市市民活動センターが協働で開催し、コロ

ナ禍での感染防止対策を考慮してZoomによるオン

ラインミーティング形式で対話の場を提供しました。

様々な分野の市民活動団体にご参加いただき、災害時

に各団体ができる支援や現状の課題などについて話

し合いました。

【協働企画】松阪市社会福祉協議会（ボランティアセンター）×松阪市市⺠活動センター

地域防災活動団体のご意⾒
団体メンバーがボランティアセンターで

スタッフ養成講座を受けている。平時か

ら地域の指定避難所を把握し、要支援者

をピックアップして防災カードを作成、

発災時には指名員を配置して要支援者を

避難所に連れていくような段取りを整え

ている。

⼦育て⽀援団体のご意⾒
保護者が被災した自宅の復旧や生活品の買い出

しに行く際に子どもたちを預かったり、被災した

子どもたちと遊んだりすることができる。チャイ

ルドラインの役目だけでなく、避難所で女性の視

点から被害を予防できるようにしたい。

防災対策課のご意⾒
プライバシー保護に配慮した要支援者名簿を作

成。非常時には連携する防災ボランティア側に配

布できるようになっている。各地域の避難につい

ては地区防災計画を作成し、地区ごとのリスクや

対処について記すことで適切な防災に取り組め

るようになっている。

地域の健康促進や⼦どもたちの
勉強会をしている団体のご意⾒

避難所で精神的に不安になってしまう人に太極拳やゆ

る体操で気分転換をしてもらうことで、心身のケアが

できる。社会福祉協議会と連携して市民の横の繋がり

やネットワークを活用して、末端の声をすくいあげる

こともできると思う。

社会福祉協議会のご意⾒
中間支援組織を通してNPOと連携してお互

いのノウハウを共有することができる。社会

福祉協議会だけでは対応しきれない災害時

の様々な問題をカバーする為に、日頃から

NPOと繋がりを作っていきたい。

福祉団体のご意⾒
防災団体にセミナーを開催してもらい

命の守り方を教わった。災害時に高齢

者や障がい者をどうやって守るかにつ

いて団体内で常に対策を考えている。

県域中間⽀援組織のご意⾒
外国人など、災害時に言葉の壁で困る方々

がいる。地域ごとに通訳ができる方と平時

から連携しておき、必要な時は協力を頼め

るようにしておく。また、通訳ができなくて

も簡単な日本語をゆっくりと伝えることで

理解してもらえるケースがあることも周知

していきたい。

防災ボランティア団体のご意⾒
小中学校で、災害時には何よりもまず命を守る

ことの大切さを伝える活動をしている。地域の

市民活動団体にも防災対策のセミナーを開き、

多くの人が災害時に命を守る行動や対策がとれ

るように伝えていきたい。

開催当日は２グループに分かれてのディスカッションを

行い、それぞれの団体の紹介と災害発生に向けて実施し

ている防災活動について発表しました。防災に特化した

団体だけでなく、福祉や子育て、地域活性化団体など地域

団体の特⾊を活かした
様々な「できること」の
⼀部をご紹介します︕

ご参加いただいた皆さまありがとうございました。

に密着した幅広い分野の団体が一堂に会して対話できる場

はとても有意義な時間でした。話し合いの中でもたびたび

話題に上がった「団体同士の連携」がとれるよう、今後も

繋がりが生まれる場をご提供していければと思います。


